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おわりに
1、採訪の経緯
　白いスクリーンをピンと張り、扁平な操り人形を灯火で映し出す。中国各地
に分布する 「影戯」1） は、一千年以上も中国の人々に親しまれてきた。スクリー
ンも人形も材質は様々で、意匠を凝らした人形は美術・骨董的価値も高い。し
かし影戯は演劇であり、パフォーマンス・客層・音楽・楽器・唱腔・唱詞・物
語世界から地域の民間習俗信仰までも目配りする必要のある事象であること
を忘れてはならない。
　筆者は 2001年から四川大学江玉祥教授に指導を仰ぎ、各地の影戯について
調査、資料収集を行ってきた （稲葉 2003a、2003b、2004、2005）。山東省について
は 「もう消滅した」 という噂を鵜呑みにしてあきらめていたが （稲葉 2003a）、
2004年に西安在住の楊飛・李淑文夫妻と研究交流するうち、済南の皮影戯藝
人李興堂氏 （1932-） をご紹介いただき、採訪が実現した次第である。存在を示
すのは構わないが、消滅を言明するのは科学的な態度でなかったと反省してい
る。
　事前の手紙のやりとりで、済南皮影戯の何を追究したいかと李興堂氏に聞か
れ、「全般的な状況と、特に解放前まで遡って往時の上演の姿を知りたい。」 と
要望しておいた。2004年 10月 29日、済南市中心部の胡同の李興堂氏自宅を
訪ねると、縦 92cm 横 100cm、ほぼ正方形の印象のスクリーンが既に準備され
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ていた。これまでに見てきた影戯の中では最も小さく、長方形ではなく正方形
であることも新鮮だ。人形に至っては高さ 20cm と、これまた非常に小さいも
のである。
　ところが、この小さなスクリーンに従来の人形を用いて上演するのは、実に
五十年ぶりだという。1956年に師匠が亡くなり、以後は市場の要求に応えて
人形の背丈を 30cm、50cm、1m と大きくしてきた。現在では高さ 2m 幅 4m の
スクリーンに、高さ 1m の人形を用いて演じている。師匠は保守的な人だった
ので、生前は人形の改革を言い出せなかったという。今回は特別にスクリーン
を作り、従来の小さな人形に手をなじませるのに十日間練習してくださったの
だそうだ。
　冒頭の図に生と旦の顔の特徴がよく現れた人形を挙げた。既に紹介した灤州
影系・秦晋影系とは明らかに異なる造形が見て取れる2）。ただし、これは最も
古い小型人形ではなく、往時の造形をもとに作られた大型人形を筆者が白黒に
加工したものである3）。
　本稿は李興堂氏の採訪 （インタビュー） をもとに、調査ノートとして発表する。
インタビュー調査では、関係資料と併せて完全に近い資料として示せる内容も
あれば、立証するには断片的すぎるが、零細であっても後の参考のために列挙
紹介する意義のあるものがどうしても生じる。本稿では、李興堂氏訪問時の質
問内容に沿い、以下の三つに分けて示したい。
　（1）  先行文章とテレビ番組４） の内容を筆者採訪で補った班の変遷史。 （2・3
節）
　（2）  筆者採訪時の再現上演の模様と、補足するためにうかがった道具・旋律
の状況。 （4節）
　（3）  李興堂氏の知る山東省全体の状況と政府刊行物の記載から推測できる農
村皮影の調査の展望。 （5節）
2、孔府の藝から済南皮影戯へ
　少々長くなるが、参考に挙げた資料を用いて、その記載になるべく忠実に示
してみたい。 （以下、班の変遷史をまとめた部分については敬称略。）
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　李興堂 （1932-） の大師匠にあたる
李克鰲 （1877-1956） は、孔府の専属
皮影戯芸人張盛旺 （生没年不詳） の
最晩年の二年間に藝を学び、 （筆者
採訪） 張の影箱5） を譲り受け、以来
鄒県一帯で上演活動をしていた。
　後に民間で有名になると、二度
ほど孔府に招かれたが、そのころ
孔府ではもう長い間上演していな
かったという。 （筆者採訪） そのとき
に孔府から更に人形を譲り受け、
師匠の残した分を合わせて三十数
個の胴体と百余りの頭になった。
（李興堂 1990） これは影箱の規模と
しては小さいほうで、これが現在李興堂の手許に残る小型人形だとすれば、か
なり質素で素朴な藝だったと推測できる6）。初期の演目は 『西遊記』 『東遊記
（八仙過海）』 の一部の選段だけで、全部で二十余りしかなかったというのも納
得できる。
　孔府の張盛旺が上演しているときには 「蘭州布影」 と呼ばれ、李克鰲もその
ままその名を用いていた。 （李興堂 「済南皮影戯簡介」） 李興堂 1992と李興堂
2000では河北省東部冀東地区の 「灤州影」 の発音が訛ってこの呼び名になっ
たのではないかと推測しているが、影戯の藝は戦乱や移民により数百年来各地
を流転しており、こうした藝人の間の呼び名は記録に留めておくべきであろ
う。
　1917年ころ、鄒県一帯は飢饉に見舞われ、李克鰲一家は弟子の張明義を伴
い北上、上演活動をしながら寧陽を経て済南に至った。郊外の黄臺山、洛口、
後に市内の東安市場、趵突泉、南崗子 （新市場） などで上演し、官扎営後街に
居を構え、半農半藝で上演活動をしながら済南に定住した7）。
　李興堂の師匠、李福増の代になると、済南での観客の要求に答え、唱腔と演
目の大幅な改革を行った。李福増は八、九才から李克鰲の上演に付き従い、
師承関係 （下線が李克鰲の子孫）
張盛旺 （光緒年間、孔府専業皮影藝人）
　｜
李克鰲 （1877-1956）
　｜
李福増／李福祥／帳明義／趙培根
　｜
李福堂／秘殿尭／帳延平／李興堂／
崔帳／李興時／　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　｜
周茂珠／王連華／李清亮／毛惠郷 （女）
／鄒錦輝 （女） ／呉孟元等
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十五、六才で主要な演者と
なって頭角を現した。従来の
唱腔は念仏に使うような曲調
で、“摩調”とよばれていた。
一人が打楽器三種 （梆子・鼓・
鈸） を扱い、一人が演唱しな
がら多くの人形を操作するこ
とから、“二人一臺戯”とい
われた。“打番鼓 （六小節）”
で一句を唱う。後に李福増は
二句で“打番鼓”するように
したがやはり好ましくなく、
1940年ごろ著名な西河大鼓の演者黄春元に師事し、徐々に西河大鼓や山東琴
書などの唱腔をとけこませた。一つの段を十数句から数十句で唱うようにし、
緩急高低をつけた。李福増は喉がよく、彼が演じるとひとつひとつの役が活き
活きと表現された。 （李興堂 1990）
　従来の農村での上演であれば、例えば 『紅孩児』 四時間分を一晩で演じたり
二時間ずつ二晩で演じたり、『三打白骨精』 を二時間の上演で三日というふう
に、春と冬の農閑期に、廟会、春節の花灯、喜事などに招かれただけなので、
演目は十もあればよく、そのうち見栄えのするものが五、六という程度だっ
た。 （筆者採訪） ところが、済南に来ると客層の求めるものは純粋に娯楽であり、
たちまち演目が足りなくなった。演目は多く、物語性の強い“連臺本戯”がの
ぞましい。そこで、李福増は 1935年ごろに思い切って大型神話劇 『封神榜』
を作った。結果八十余場の演目を増やし、各種技巧を十分に運用することと
なった。のちに大型神話劇 『孫臏斗海潮』 を作り、さらに四十余場を増やし
た。彼は文盲だったので、何年か小学校に通った弟の李福祥に本を読んでもら
い、聞きながら人名地名などを抄録し、次に頭や胴体や道具を作った。 （李
1990）
　『封神榜』 一つをとっても数百の頭が必要である。演目の増加とともにもと
もとの百幾つの頭では足りなくなり、李福増は戯曲や寺廟の神像、小説の挿図
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などの人物形象から皮影の誇張の方法を使って作画した。平時から人物や動物
の動きに注意し、例えば、二郎神の哮天犬をみても、犬の動作や止まったとき
の息遣いなど真に迫る。李福増の藝は好評を博し“孫悟空翻跟頭　李哪吒把槍
抖　二郎神的狗　各種人物的走　尤其是小脚女人扭”と評判だった。 （李 1990、
「皮影藝人李興堂」 『中国人』 五十集電視記録片）
　李興堂の父は、李福増と年齢が近く、西河大鼓の藝人で、三弦の名手である
ことから、互いに親しかった。李興堂は子供のころから新市場で皮影の上演を
みていたが、1948 年
に父が亡くなったこと
から弟子入りした。 （筆
者採訪）
　解放前の班の歴史か
らわかることは、班の
起源を 「孔府」 の藝と
しているとはいえ、山
東省南部の 「魯南」 地
区の農村にそもそも分
布する 「摩調」 を主と
する素朴な藝をもつ藝人が、飢饉により済南に移住し、解放前の済南市民の需
要に応えて徐々に 「済南の藝」 へと発展していったということである。次節に
示す茶荘の繁盛ぶり、相次ぐ新作の創作、曲調の工夫から、都市の観客の嗜好
と、それに合わせて磨かれていく藝の姿がみてとれる。
3、解放後の展開
　解放後の 1950年、班は人民商場に“増祥茶園”を開いた。この名は李克鰲
の二人の息子李福増と李福祥の名にちなんだものである。これより農業をやめ
て専業で上演活動を行った。当時は大変な盛況で、時間を区切って料金を徴収
していた。入場券に入場時間を書き、出て行くときに中にいた時間によって
十五分、三十分、一時間というふうに計算するのだ。三、四角払う人もおり、
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一日に八十元以上稼げたという。 （「皮影藝人李興堂」 『中国人』 五十集電視記録片）
　1955年には済南市文化局の支持のもと、向群皮影社が成立した。このころ
社員は二十名ほどにもなり、李福増が最初の社長となって、人民商場・新市
場・西市場の三箇所で上演、ときに南門や老東門で上演することもあった。
（李 1992） 同年冬、李福増と李福祥は文化局の李寿山に付き添われて北京で第
一回木偶戯皮影戯会演に山東省代表として参加、伝統演目の“猪八戒智激美猴
王”を演じた。ところが北京に着くと、他の省の代表団は軒並み四十人以上、
少ないものでも二十数名で、大きなスクリーンに楽隊を従えているのに対し、
自分達は演者が二人に藝も昔ながらのもので、大変なストレスだった。しかし
上演は大好評で中央指導者達の高い評価が得られた。 （李 1990）
　1956年、李福増は病逝し、向群皮影社の社長は李福祥が担当した。同年秋、
李福祥・李興時は八一電影制片廠の依頼をうけて映画 『一定要臺湾』 に出演し
た。連隊クラブで皮影戯を上演しているのが彼らである。 （李 2000）
　1958年には済南文藝界が大きく編成変えされ、向群皮影社社長を李興堂が
担当することになった。同年秋、向
群皮影社は済南市曲藝団に併合され、
李興堂・周茂珠・李興時・李清亮が
社内に留まって、他の多くの演者は
異なる業種に配属された。同年冬、
北京で第二回全国木偶皮影会演が挙
行され、済南市文化局は耿式暉付き
添いのもと木偶皮影藝人の孫允騰・
李興堂・王衍芳を北京に派遣し、参
観学習させた。この学習を通じて視
野を広げ、木偶皮影藝術の知識と技術を増やした。 （李 1992）
　1959年春、済南市文化局は皮影藝術発展のため、皮影演者と男女学生：李
興時・毛恵卿・鄒錦輝・沙家遜ら七名を組織、李勛を付き添わせて湖南省皮影
劇団で研修させた。半年を経て習得した演目は 『両朋友』 『鶴與亀』８） 『采蘑菇』
などの六つである。 （李 1992）
　1959年冬、向群皮影社と木偶劇団は合併し、済南市木偶皮影劇団となった。
　写真　3
（168）　中国文学研究　第三十一期
李興堂・周茂珠・李興時・李清亮の五人が参加し、更に十名の楽隊学生を備え
て新戦力とした。後に孟兆太が団長となる。 （李 1992）
　1961年には皮影隊は独立して上演活動を行い、外地の巡演のほか多くは大
観園の新新舞臺で上演した。“双百”方針と済南市文化局の支持のもと、皮影
劇団は改編を重ね、現代戯 『新媳婦』 『兩块六』 『桃嫂』 『東海小哨兵』 など、
また、神話伝統劇 『智激美猴王』 『毒敵山』 『平頂山』 『東郭先生』 などの演目
を増やした。数百年来の伴奏楽器、即ち梆子・鼓・鈸のセットにも変更を加
え、伝統的な唱腔も若干発展させた。 （李 2000）
　こうして済南皮影戯が花開きはじめたころ、「文革」 が起こった。皮影・木
偶は 「四旧」 とみなされ、1967年秋、済南市雑技団・木偶皮影劇団は解散を
命じられ、数百年来伝わってきたものも、数年来発展創作された一千件を超え
る大小の皮影道具も等しく焼かれた。1976年木偶皮影劇団を改めて再建しよ
うとしたが、様々な事情で実現しなかった。 （李 2000）
　党の第十一会三中全会が全国の各業種に転機をもたらし、木偶・皮影の復活
にも春風を送ってきた。1987年、李興堂と周茂珠らは皮影を復活させようと
し、道具がなくて苦労していたとき、ちょうど青島の皮影老藝人孫封年が済南
の親族を訪れて皮影道具をもってきた。そこでそれを用いて鉄路文化宮で皮影
戯上演を三回連続で行ったところ、大変な反響だった。 （李 2000）
　ここ数年は、毎年百回近く上演し、観客の総数は六十万人にも及ぶ。1998
年八月には五龍潭公園で李興堂皮影展演会を開き、五十日間で観客は八万人以
上、華僑外国人三百余人を接待し、済南電視臺、済南日報とも特集報道を行っ
た。 （李 2000）
　解放後の済南皮影戯の展開からわかることは、李興堂氏の師匠李福増の死
後、政府の主導のもと人形の造形から上演法、演目に至るまで唐山皮影、湖南
皮影といったメジャー国営劇団の技術を学び、大きく変化したということだ9）。
大きなスクリーンに、彩色された写実的大型人形、機械を駆使した音響と照明
技術、新中国の新しい客層と新しい文藝の需要から、自然ななりゆきだったの
かもしれない。ただし、主な演目、「摩調」 とその変形である済南影の曲調は
もちろん残っている。現在李興堂氏の上演機会は非常に少なくなったが、年に
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数回、済南の景勝地大明湖で四十分二千元で上演するという。夫人が楽器を担
当し、李興堂氏が演じる。スクリーンと人形は解放後の大きさであるとはい
え、従来の“二人一臺戯”に戻った形である。李氏の弟子にあたる人たちはい
ずれも早逝したり、現在病気で動けない人ばかりという。実の息子も芸をうけ
ついでいない。
　昔の済南皮影戯の演目は 『西遊記』 と 『東遊記』 （「八仙過海」 「八千斗鉄仏」）
で、まさに 「東游西游，游起来没頭」 という状態だったという。 （李 1992）
1940年の李福増の代には既に 『封神榜』 『孫臏斗海潮』 の二つの連臺本戯を作
り、唱腔の改革も行うなどの努力は始まっていた。五十年代以降とそれ以前
は、人形とスクリーンの大きさのみならず上演方法、内容とも、それまでとは
かなり異なる印象だったであろうと想像する。解放後、李興堂氏は従来の山東
影の造形をもとに、「水滸伝」 「紅楼夢」 など多くの人物形象を研究、創作し
た。 （筆者採訪） 「水滸」 百八将軍の頭は、一年以上の歳月をかけて完成し、1996
年山東第一回農民工藝博覧会で銀奨を得たという。また、1998年には上海博
物館の館員が訪れ、1957年に上海で展示した際の皮影作品が四十年を経ても
まだ上海博物館に収蔵されていることがわかったという。ただし、これらはい
ずれも五十年代以降、変化後の人形である。
4、再現上演『猪八戒背媳婦』
道具
　今回の採訪にあたり、李興堂氏は五十年代以前の上演を意識して準備してく
ださった。スクリーンも従来の大きさを復元し、特別に幾つかの貴重な人形を
用い、「小型人形を扱うために練習することを考えて動きの少ない演目にした」
と照れながらも、西遊記 『猪八戒背媳婦』 を演じて下さった。ただし、登場し
た人形はおなじみの唐僧・孫悟空・猪八戒・沙悟浄・馬と孫悟空が化けた旦だ
け、道具は孫悟空の筋斗雲と冒頭の唐僧登場時に用いた机と椅子だけで、他の
人形や道具を網羅的に見たわけではない。
　そこで、往時の済南皮影戯ではどのような道具を用いたかと尋ねたところ、
先の机と椅子の他、従来は宮殿や亭子、そして山があったという。あるいは従
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来は宮殿を用いたのかもしれないが、文革で焼かれたともいい、物を見ながら
ではないのでそれ以上は聞き出せなかった。水については先の筋斗雲を灯火に
近づけて揺らすことで表すという。筋斗雲自体が大きく刳り貫かれて雲を表現
していることから、スクリーンに大きな波模様が現れる。やはりシンプルかつ
効率的という印象をもった。
旋律
　主な旋律である 「摩調」 の典型は、冒頭の唐僧の訓示の場面で現れた。七言
二句を繰り返していくだけの単純な旋律である。後半の孫悟空と猪八戒のやり
とりが笑いをとる目的のものであるだけに、格式の高いのはこの場面だけであ
り、そこでのみ従来の摩調の典型が現れたことから、摩調がより根源的な位置
づけにあると推測できる。とはいえ、これはもう少したくさん済南影戯を見て
みないと確かなことはいえない。摩調が単調なものであることは前にあげた資
料でも示されているが、採訪時に摩調について尋ねると、歴代の師匠達、李克
鰲・李福増・李福祥・張明義と李興堂氏本人の摩調の唱い方の特徴を比較しつ
つ唱ってくださった。これも一度聞いた程度で語ることではないが、力の入れ
方、細かい装飾の仕方が若干異なるだけで、主な旋律構造に変化はないと判断
した。以下のようなものである。
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再現上演 『猪八戒背媳婦』 では、孫悟空に令旨を与えた唐僧が退場時に上に示
した 「摩調」 典型四句を唱い、伴奏の調べはそのままに孫悟空が続いて 「摩
調」 変型を唱いながら登場する。この 「摩調」 変型は、始めの部分は 「摩調」
の特徴をもつが、可変性が大きく、四句で終わってしまうのではなくかなり長
い内容を続けていく。この変型 「摩調」 が、西河大鼓を取り入れた後のもので
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あろう。下の上演紹介の部分では典型を 「摩調」、変型を 「摩調変」 と示す。
上演
　再現上演 『猪八戒背媳婦』 の模様を、可能な限り描写してみたい。
　便宜的に、口語の臺詞は 「説」、旋律を伴う唱は 「摩調」 「摩調変」、韻文を
朗読する場合には○言句などと示す。韻文には味わいがあり 「説」 部分は何度
も噴出しそうになる素朴な滑稽味にあふれているが、長くなるので最後の部分
だけ翻字して示したい。上演は約三十分間だった。
　縦 92cm 横 100cm ほほぼ正方形のスクリーンで、人形達が歩いて、即ち画面
下枠に脚をつけた状態で登塲する塲合、頭やかぶりものを入れてもスクリーン
の下三分の一ほどの高さを用いて演じることになる。孫悟空が空中から現れる
場合にも、上から三分の一ほどの高さから現れ、結局その上の残り三分の一の
空間には至らなかった。
中央に机、両側に向かい合わせて椅子二脚。銅鑼と太鼓始まる。
唐僧上手 （右側） より歩いて登場、右の椅子に着席。「阿弥陀仏。」 七言
四句の後に 「説」 で自らを語り、最後に孫悟空を呼ぶ。
下手より孫悟空、地上を翻りながら登場。六言七言を四セット。言い
終わるところで、空中にて見得。地上に降りて 「説」。左の椅子に一旦
着席の後、その後ろにまわり唐僧に向かってひれ伏す。
唐僧 「説」。
孫悟空、唐僧の言葉を承ると、翻りながら下手に退塲。
唐僧 「説」、立ち上がり 「摩調」 を唱いながら下手へ退塲。椅子・机撤
去。「摩調」 伴奏はそのままに孫悟空、下手より 「摩調変」 を唱いなが
ら登塲、地上で飛び跳ねながら唱い、上手へ飛び去る。
伴奏はそのまま孫悟空、下手より筋斗雲に乗って空中を登塲、唱いな
がら上手へ飛び去る。
伴奏はそのまま猪八戒、下手より 「摩調変」 を唱いながら歩いて登塲、
「説」、語りながら上手へ去る。
猪八戒、続けて下手より現れ、続きを述べて上手へ去る。
伴奏はそのまま唐僧、騎馬にて 「摩調変」 を唱いながら登塲、その後
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ろより沙和尚登場、唐僧の馬を追い、自らも去る。
伴奏はそのまま猪八戒、「摩調変」 を続けて唱いながら下手より登塲、
伴奏停止、眠くなったと 「説」、中央で仰向けに横たわる。
伴奏再開、孫悟空上手中空より 「摩調変」 を唱いながら如意棒を携え
登塲、猪八戒を見つけて下手へ着陸。美女に変身すると、猪八戒に向
かって座り込み、泣いて苦衷を訴える。伴奏停止。
伴奏再開、寝ている猪八戒 「摩調変」 を唱い、目をこすり起きそうな
動作。美女が合いの手を入れる。
猪八戒、起きて美女を見つけ飛び上がる。
猪八戒 「摩調変」 で美女発見の喜びを唱う。伴奏停止。
「説」 にて心内語を述べた後、美女と対話、結婚の承諾をとりつける。
猪八戒 「摩調変」、美女を背負って上手へ歩き始める。中央に止まって
唱い、二句唱うごとに上手に去り、続けて下手から現れ、中央で唱う
のを繰り返す。（歩き続ける様子）
美女、途中孫悟空の姿にもどるも、猪八戒、そのまま背負い唱い続け
る。
（以下翻字）
（孙悟空唱） 咱们两个要拜堂成亲，这就是好像牛郎织女会天河。
（猪八戒说） 是啊。你是织女啊。我可不是牛郎，我是猪郎啊。 （下）
（上、唱） 悟空上边念个咒，千金咒语，呀呀八戒看他如何。
（猪八戒说） 诶诶诶，呀呀，这么沉阿，哟哟哟 （下）
（上、蹲下、孙悟空说） 哎呀，你相公 （猪八戒说） 哎呀，牛相公驴相公
我也不行了。
（孙悟空说） 哎呀，我是千金小姐呀 （猪八戒说） 千金？我我我以为是
一万金还多的。
（孙悟空说） 哎呀，我是你的小娘子 （猪八戒说） 你呀别说小娘子，你是
个大娘，你是个大奶奶也不行了。（猪八戒回头看孙悟空） 哎呀我的妈呀！
（猪八戒下孙悟空说） 哎呀，猪相公，你再背背我呀！ （下） （完 / 翻字笔者）
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5、山東省従来の状況
　山東省の影戯の分布について聞いてみた。
　五十集電視記録片 『中国人』 「皮影藝人李興堂」 では、魯南地区の臺児荘彭
楼郷柳泉頭村を訪ね、李興堂氏と当地の藝人が節を比べてみて 「来源の同じ姉
妹藝術だ」 と納得する場面がある。ただし、そこでは影戯の上演自体長い間行
われていない。李克鰲の藝歴からしても、孔府の藝というだけでなく周囲に影
戯の伝統と需要が存在したことは明らかであろう。李克鰲の出身地である鄒県
一帯には、他の系統の影戯もあったらしい。おそらくは道情ではないかという
ことである。同地域には説唱形態の魚鼓も存在する。あるいは、これを影戯の
形で上演していたのかもしれない。
　李興堂氏の記憶によれば、青島に一人藝人がいたが、1979年に逝去した。
煙臺でも六十年代ころに影戯が活動しており、1963年にその上演をみたが、
それきりだという。おそらくこれらは同じ系統だっただろうとのことである。
　影戯班が木偶も上演するという例は各地にみられるが、山東にも木偶はある
ものの影戯班が演じていたわけではなく、曲調も山東梆子であっただろうとい
うことである。
　山東省での地方志や戯劇志・曲藝志で影戯を項目立てて説明したものは無い
が、『中国曲藝志・山東巻』 には、演出習俗に謝雨戯として以下のような記載
が見られる。
旱魃で雨乞いをした後、もし雨が降って五日以内に十分な量に達すれば、
周囲の村民も隣村の雨乞いの功績と捉え、感謝の気持ちから 「幇伕」 （労
働力による協力）、「攆箱」 （四方から劇団を探す） などする。あたりの村民が
等しく資金を負担して上演資金とし、龍王・関公が甘露を降らせたこと
に感謝して豊年を意識する。それで“謝雨戯”という。上演期間はふつ
う六日、多くは“灯戯” （夜に上演） である。上演演目は多くは龍王・関公
の“功績を讃える”劇で、あたりの村民は老いを扶け幼きを携え、相い
争って見物し、十分に喜び合う10）。
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六日にもわたる雨乞いの 「謝雨戯」 としての上演、また 「灯戯」 という呼び名
とも、李興堂氏採訪時には話題に上らなかった。夜に上演するから 「灯戯」 な
だけで、人戯の可能性も考えたが、劇団のことを 「箱」 と呼んでいることから
恐らくは影戯か木偶戯であろう11）。「摩調」 を核とする皮影戯とは別の系統が
存在したか、もしくは済南皮影戯に繋がる李興堂氏の班でもこうした活動を
行っていたが、済南に移る途上でこうした農村の活動に応じなくなったという
可能性もある。『中国曲藝志・山東巻』 では、この 「灯戯」 も済南皮影戯も項
目を立てて説明するでもない。もちろん、曲藝曲種として 「摩調」 が採録され
ているはずもない。しかし、附録としていくつかの行政文書を載せる。そのう
ちの、民国三十三年に出された文書 「関于旧戯班旧藝人的改造及農村劇運方向
問題」 では、
最近多くの地区の農村劇団では、高価で旧劇の指導者を招き、旧劇を学
び、多くの村費を用いて“旧戯箱”を買おうとしている。例えば范県顔
村鋪では、五百万元で旧戯箱を購入した12）。
と、農村の活動の一端を示す記載を残している。政府が四十年代から旧戯の改
革を提唱する一方で、農村では旧戯を重視して巨額の金銭が動いていたことが
わかる。そしてここでも“箱”が用いられている。1951年には 「山東省曲藝、
木偶、皮影藝人登記管理暫行辦法」 を示し、1959年の 「山東省文化局關于擧
行專業曲藝、音樂、舞踏、木偶、皮影會演的聯合通知」 には済南市・青島市・
煙臺地区・臨沂地区・済寧地区に複数の皮影班が記載されている。
　前に挙げた、臺児荘彭楼郷柳泉頭村の例をみてもわかるように、解放後まで
「摩調」 を上演する活動があったことは明らかであり、また李興堂氏も同時代
の各地の影戯の存在を記憶している。農村をくまなくあたれば、五・六十年代
に藝を学んだ人たちがまだ存命しており、運がよければ上演を見ることも可能
であろう。特に、今回お話をうかがった李興堂氏は済南という 「都市」 の藝人
であるが、「謝雨戯」 の著録にみられる 「灯戯」 のような地元の習俗に根ざし
た活動は容易に迷信とみなされてきた経緯があり、地元政府も積極的に藝とし
て認識しようとしないし、藝人達も 「迷信」 とされることを恐れてあまり名乗
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り出ない。しかし、そうした習俗こそ現在各地で復活しており13） 済南皮影戯
変化前の雨乞い等に応じる素朴な曲調の影戯は、今もまだ農村でなんらかの形
で行われている可能性がある。
おわりに
　文化大革命以降、八十年代の百花開放で一時期活動が復活したり、各地文化
局文化館主導のもと 「搶救 （保護救済）」 活動も行われたものの、九十年代以降
自然に活動が立ち行かなくなった地域も多い。ところが、近年、そうした地区
でも長い間活動を停止していた藝人が六十代七十代になり、老後の小遣い稼ぎ
に活動を復活したり、地元の観光地に招かれたりして、思いがけないところで
上演の消息に出会うことがある14）。「消滅した」 などと思い込まず、地道に捜
索するべきであったと反省している。まだ晩くはない。
　ただし、影戯は本来じっくりと唱に耳を傾ける観客あってのものである。現
在の観客即ち観光客や、農村にあっても若者は高齢者のような鑑賞をしない。
老藝人の絶妙な上演が復活した地域でも、その老藝人を育てただけの上演回数
の需要があり、かつ跡継ぎのいる地区というのは極めて稀である。経済成長を
続ける中国で、今後農村自体が大きく変化すれば、やはり早晩そうした習俗も
変形・消滅を免れないであろう15）。
　豊かに、かつ忙しくなりつつある中国で、ひっそりと昔ながらの藝を守る老
藝人たちからいかに多くの 「腹中の宝」 を正しく引き出すか。今回の李興堂氏
との出会いのような機会は、少なくなったようでも実はまだありうる。学術目
的であっても経済の動きと無関係ではいられない現実16） を見据えた上で、努
力を続けていきたいと思う。
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写真説明
　写真 1　李興堂氏書斎にしつらえた解放前の大きさのスクリーン。一番左の
人形が従来のもの。
　写真 2　李興堂夫妻による解放前の済南皮影再現上演。2004年 10月 30日。
　写真 3　1957年撮影の向群皮影社メンバー。前列左より李興堂・李福祥・秘
殿尭、後列左より周茂珠・李興時・王連華。このとき李福増はすでに逝去。
注　
1）　この形態をとる藝能の呼称は各地で様々であり、便宜的な総称は江玉祥 1991に
従って“影戯”としたい。本稿で扱う済南では、“皮影戯”“皮影”と呼ばれて
いる。
2）　1956年以降、人形の丈が大きくなったのみならず、孫悟空や猪八戒など、猿や
豚の造形がさらに写実的に示されている。それに対し従来の人形は極めて象徴
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的にデフォルメされており、何より大きな特徴は、彩色されていない点である。
透明度の低い肉色の牛皮をスクリーンに映し出すと、白と黒の二極の世界であ
り、色彩に頼らず力強く刳り抜かれた造形はなんとも潔く、小さな方形の世界
にしっくりと適合している。
3）　道帽 （出家青年） と幼い小姐ではいかにもアンバランスであるが、近接する地域
に存在する灤州影系・秦晋影系と比べるために、額から鼻筋、口元、そして目
の造型のわかりやすいものを選んだ。李氏の意向で、小型人形は公開できない。
済南皮影戯の古来の造型として検証し、李氏自らの手で公開する予定であるの
で、現地政府や研究機関にも資料提供を行っていないという。今回は遠来の客
として特別に見せていただいた。
4）　中国国際電視総公司 「皮影藝人李興堂」 『中国人』 五十集電視記録片
5）　人形や道具の入った箱。“箱”で劇団そのものを示すこともある。
6）　文化大革命の時期に古い人形は焼かれたこともあり、現在李氏の手許に残る人
形はどのような由来のものか、聞けばよいようなものであるが、当日の信頼関
係を慮り質問しなかった。人形の所有には複雑な関係が絡むものであり、たと
え正面から聞いても、真実の答えが返ってくるとも限らない。生きた藝能調査
の難しさであると考える。
7）　李 1990, 1992, 2000。李克鰲の娘の李福蘭によれば、姉は二斗の糧のために童養
媳をしていたという。 （「皮影藝人李興堂」 『中国人』 五十集電視記録片） 当時の
生活の困難がうかがえる。
8）　これは唐山皮影劇団が演じるほか全国の多くの影戯班がもっている演目である。
“動物戯”と呼ばれ、動物の動きを写実的に影戯で追究するもので、言葉の聞き
取れない外国人や幼児向けの行事でよく採用される。
9）　唐山皮影劇団、湖南省木偶皮影劇団は、演者・彫刻家・脚本作家・作曲家・音
響専門家・渉外事務担当者などを揃え、ビル二棟から成る大所帯の 「単位 （会社
様の組織）」 である。解放後、皮影木偶藝術会演のようなイベントが行われるた
びにこのどちらかが賞をとっている。全国の文化行部門がその藝術手法を重視
し、現地の影戯を変形させたらしい様子が各地でみうけられる。現在も地域の
小中学校を巡回するほか、国内外からの影戯の問い合わせや公演依頼ではまず
これらが紹介される。唐山皮影劇団は海外公演で出払っている時期のほうが多
いという。両組織の地元農村では、従来の形の影戯が現在も活動を行っている。
10）　因旱祈雨后，如天降喜雨，五日内雨足，四乡村民以为邻村“求雨”之功，感激
万分，遂“帮伕 （出人力协助）”，“撵箱” （四处寻找戏班），由四乡村民均摊集资
作为演戏费用，感谢龙王爷、关老爷降甘露，兆丰年，因此称为“谢雨戏”。演出
时间一般为六日，多为“灯戏”（夜场演出）。演出剧目多是龙王爷、关老爷“表
功”之戏。四乡村民扶老携幼，争相观看，欢喜万分。
11）　陜西省では龍王廟や、各種神廟への 「還願 （願ほどき）」 には、「大戯 （人戯）」
よりも 「小戯 （影戯や木偶班）」 招く。（稲葉 2005） また、黒龍江省安達県、遼寧
省興城県など、迷信とされて把握・保護・記録がなされにくい例もあった。 （稲
葉 2003b）。
12）　近来有不少地区的农村剧团，不仅以高价聘请旧剧导演、学演旧戏，而且摊派大
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批村款或使用斗争果实，购买旧戏箱。如范县颜村辅即五百万元购买旧戏箱。
13）　陜西省安康や漢陰など。 （稲葉 2005） また、2005年の安徽省・湖南省の調査で
もそうした傾向を感じた。
14） ところが従来は把握していた現地政府が省みなくなっていたり、逆に 「村おこ
し」 の資源として囲い込まれていたり、様々な意味で取材・調査が困難な地区
が増えてきている。大抵の場合、老藝人は話をするうち 「かつての藝」 を熱く
語り、さらに、もう間に合わないから多くの歌詞や上演を記録として残したい、
自分が最後だと思うといたたまれないという切実な思いを打ち明けてくれるの
だが、様々な事情で現地の若い人たちがそれ以上の交流を許さない。藝能調査
には現地の実情を素早く把握し、藝人の立場を尊重するデリケートな感覚が必
要になりつつある。
15）　2004年 8月 24日から 25日の二日間、現地に繊細な影戯をもつ陜西省華県では
「華県皮影保護與発展曁産業開発座談会」 が開かれ、現地政府・研究者・産業界
の人士が集まり、藝人を交えて華県影戯の保護と発展について今後を討議した。
筆者も 「我対民間藝術活動的看法」 として上記の意見を表明、消滅変形を免れ
ないからには、現在の老藝人の藝をできるだけ多く、忠実に記録することの必
要を述べた。活発な議論の後、華県県委書記王建氏は、「座談会召集時の題名自
体が二つの概念を混然と考えていたが、保護記録と産業開発を切り離し、双方
について注意深く効果的実践を追究する必要がある」 と総括し、各界の人士と
もそれぞれの志を抱きつつ閉幕した。
16）　日本人が訪ねてきたということで特別に力をいれて準備してくれる場合と、日
本人なら見せないという場合がある。外国から注目された藝として上演依頼や
海外公演が集中し、現地農村の上演相場が著しく跳ね上がって従来の上演形態
が維持できなくなる場合もある。論文を通じて古い人形の所在が知れ、ブロー
カーが家族や近所に迫って結局影箱を手放す例も聞く。このように学術論文で
言及すること自体控えるべきだという意見もある。控えるべきと判断した地区
は控えている。筆者もまた、各地の知己や研究者のネットワークの中で常に自
らの影響力を検証しながら行動していきたい。古い人形は骨董的価値を持ち、早
くから収集家の手に渡って複雑な様相を呈している。影戯上演自体が風前の灯
となった今、学術目的による撮影写真やビデオなどの扱いについても、権利問
題に十分配慮して行動する必要がある。筆者の収集した上演資料は、藝人の許
可の得られたものについては早稲田大学演劇博物館 AV ルームにて速やかに公開
しているが、この済南皮影戯資料は筆者が責任をもって保管し、李興堂氏と家
族の許可が得られた時点で公開する予定である。また、藝人の持ち物は現地で
保存すべきである。人形・影箱・抄本などは、許可を得たものについて意匠と
内容を撮影させてもらい、可能な限り購入しないことにしている。どのような
事情で購入したとしても、現物が国外に出てしまうと、後の時代になって敦煌
文物と同様の謗りをうけることになりかねないと考える。
